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この取扱説瞻ぉょび製品への表示では、製品をま穿留心绰寶记ミだ1:^重茸質齡左ミ；葬震 

や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表爪をしでいます。その表巧と思巧はぶのよつしみ 
っでいます。内容をよく理解してから本文をお読みください。 ++ W , W 

A ちかこの表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人か’死こ、重傷を負ラ可能性、または义ん 
胃 HU の巧能性び想定される内容を巧してレます。 

ん、年なこの表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負うな能性や物の損害の発生び 
/!\ /：£ M 想定される内容を示しでいます。_ __ 

給表示の例/^畜顯讀黯騷 g 鶏^^^^質^^^^) び巧かれでぃます。 

轟驢豁貢謂衰議 S 讀挂麗歲^蟲ソリン禁止)び描かれでぃまず。 

C © 記言は行為を指示する内容を告げるちのです。^ L 4. - +fc( \> 

富の中に具体のな指お内容（左図の場合は電源プラグをコソたノトか b 巧いてくたさい） 

わ《巧かれています. 


び描かれでいます。 


A 警告 (WARNING) 


t 力’ソ U ン 

ガソリンなど揮発性の高い;巧は、絶巧に使巧しないでください。 

—义巧の願因にな。ます。_____ _ _ 

•煙突がれ盾険 

煙突びがれたまま使巧しないでください。 

がれでいると運転中にがガスカ 《 室内にちれで、危険です。 

♦煙突閉そ^険 _ 

煙突びつまったり、ふさがれたままで使巧しないでくたさし、。 

閱そくしでいると運輯かに排ガスか’室内にちれて、危険です。 

•衣類の乾燥最禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類び造下して义か•つさ、义災の原因になります。 

♦スプレー吿厳禁 

スブし一定や力じットこんろ巧ボンベなどを、ストーブの上や前に放置 
しないでください。熱であの圧力が上びり、爆発し、危険です。 


(§) 

〇 

fe < S ) 

，减 d S) 


注意に AUTION) 


•力ーテン、可燃物近接禁止 

力_テンや燃えやすいちのをおヴ寸ないでください。 

义災び発をするおそれか•あります。巧燃物との離隔距離についでは 
一標華おえ巧 け図例 （2 己ぺージ）を参照しでください。 _ 

•給油時消乂 

給油は、必ず消乂しでからおこなつでください。 

乂がのおそれびあります。 





•特にを意しでいただきたいこと（ま全のために必ずお守りく ださい) 


•ミ由漏れ確認 

油クンク.ゴム製送油管.接合部および機器などからの灯油漏れびな 
いことを確認の上ご使用ください。巧油か•漏れでいると义災のおそれ コ 

がぶります。 

•異常時使巧禁止 ~ 

巧一異常を感じたときは、使用しないでください。 

異萬燃焼のおそれびありまず。 

•高温部接軸禁止 

燃炼中や消义直後は、高温部、煙突、砕上部にまなど/るれないでください。 
やけ どのおそれびぁります。 

•やかんのせ禁止 

やろ、んなどをのせないでください。 

振動や接幽によっでやかんの熱湯た《こぼれ、やけどのおそれか •あります。 

•分解修理の禁止 

巧障、破損したら、使用しないでください。 

不完を な修理は、危険です。 

•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧障や、やけど 
のた'それびありまず。機器の上に巧びんや化を入れたちのなどを置かないで 
ださい。化がかかると漏電や故障 のおそれがおりまず__ 

♦改造使巧の禁止 

巧造しで使用しないでください。 

また、ストーブや煙巧には床暖房巧の熱な換器などを取り巧けないでください。 
乂巧や排ガスが室巧に电れる原因となり お除です. 

•換気扇使巧禁止 

ス I ブを使吊しでいる同室巧で換気扇を使用しないでください。立消え 
しで爆発燃焼するおそれびあります。 

また、換気□.給気□は常に確保し、物などでみさ力くないでください。 

•ドラフトレギ ユレー タの取り付け ~~ 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良が発まします。 

巧の煙突設置の場をは必す、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR -1) 

を取り付けでください。 

* 集合煙突に接続する場合.標準寸法な上に立ち上がりび高い場合 
-風か‘強くで炎が洗むよラな場合 

•電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加之た0、物をのせた0しないで<ださい- 
また、 電源プラグを巧くとぎは、コードを持って引さ抜力、ないでください。 
义巧や感電の原因になります。 

•電源プラグは確実に差しこ tT 

電源プラグはコンたントに根兄まで確実に差しこんでくださし、。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコンむントは使用しないでください。乂災 
の原因になります。 

めれたまでの巧さ差しはしな いでください。感電の原因になります。_ 

•長期間使巧しないと走は電源プラグを抜^ 

長期間使巧しないとき又は保管するときは、必す電源プラグぞっンたント 
から巧いでください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 


ゴム製送ミあ管 
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么注意 ( CAimON ) 


•■源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及び金属物を除ましてくたさい。 

ほこりがたまると湿気などで組縁不良になり火災の原因になります。 

〇 

•好油の保答 

巧油は、义気、雨が、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管しで 
ください。ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤って使巧すると異萬燃焼や乂巧のおそれ力《あります。 

〇 

•: 芦 1 口油 巧 止 

変質，灯油、不純なミ由（ミ弓れた口油、かの混じっでいる1 灯油など）を使巧し 
ないでください。 

異常燃焼や故障のおそれびあ口ます。 

0 

•初めてお使いになるときの注意 

初めでお使いになるときは、耐熱蜜料などか•焼さがくまで煙と臭いび出ま 
す-しばらくの間窓をあけで部屋の換気をおこなっでください。 

また、か鳥やル動物などに影響する場台が者えられますので、この間は部 
居に入れないでください。 

〇 


お願い （ NOT に E ) 


♦機器を廃棄ずるときのま意 

ス I ブを廃蜜泌分するとぎは、定油面器の巧油を 
巧含とってください。 （12 ぺージ） 

な油を入ったまま廃棄ずるとリサイクルの際に思ね 
め事巧になるおそれびあります。 


ぃな油の廃棄 

巧油の廃廳処分は、巧油をお質いおめになつた販請 
店にご相談 < ださい。 


2 .使用する場所 


-フ 'を安をに使巧するためには、場所の選定力 《 大切です。 


Hi 


つ ♦冷気の入ってくる方向、例えばお側などに置くと、を気びスト-ブで暖められで巧 

冷^^流しますので、効果のです。 

み乎気 TT 出入□など妈疆吝些も顯解離郵で疆時雖含に^ ^ 

_ '^' C^ — y 参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を必びけましよラ。 

スト Z 前前面に障皇物があると、部屋施度にむらがで 甚 i 放如で 揉く；ふく 射熱I雨てス T - 诗 化の温度 
が上昇しで危険です。 

使巧場抓こは十分を意して効果的に使巧しでください。 ... . .--. 

… —■ . . . . —— 


ちまに使巧ずるために 


>マントルピース 
などには据をは 
けないで<ださ 
い。 



0 


>標高が1000 m を越える高地では 
使巧しないでください。 

(空気の濃度か‘薄いため、燃焼 
に必票な空気か’不定します。） 


巧栗のに使用するために 











































3 .各部のち称 


表示部のさ额と働ぎ 


時刻表示(掠） 


通常は現な時刻を表示します。 _ 
タイマー運を時はタイマ-たツト時刻を表示 
します。 


設定室温表示(攝） 


-き温設定ボタンで設是した室温をデジタル袁 
巧 します。 

.スト- ブにトラブルび発ちすると、トラブル 
窗巧が記吾表示（モニターサイン）されまず。 




タイ7—表示ランブ(攝）_ 


タイ7—運ち中はななします。 
タイマ—運氏昏止かは消口します。 


■ 


たーブまを中はおなし、留おすると消口します。 
室温設定を10で （ F お設な）にずると白動的に 
たーフ谨技になりな打します。 


運転スイツチ 


巧す （■) と蛋巧（な父）します。 
—度巧す （ 1 ) とお义します。 


ns 


置をランプ(緑） _ 


運ちスイッチを押す（■〇となのしまず。 
I ちう一度巧す （ 1 ) とお幻します • 


オープンポケツト內操作部の各称と働き 


■すープンポケットの開開 

參オ_プンポケットを超く巧し&むと、ゆっくり出できます。操作後軽く押しちどすと□ックしで止まります。 

' . . , 

S 拒奇^ときながは、閱じでご使南ください。； 

.. .. . . . . — . 

■操作音についで 

•操作ボタンを巧すとピツと音がします。 

♦誤操作をするとピツ音び2回します。 


_ 時計围 がスイツチ _ 

r 時なさせ…現在時刻をさわせるときに i ■時計させ J 
巧函にしまず。 

[•タイマ—台せ J …タイマー它ツト時刻をさねせると 
き r タイマーさせ J な B にしまず • 

[通常 ■! …現巧時効やタイ7-じツト時刻を合ねせた 
ら、遇常度巧中は、 r 通巧"こ化すちどしで<ださい。 


火力 田節つまみ _ 

,乂力詞西つまみを i ■巧か J から！■大 J の間で動かし 
义力を U ニアにき動围節します。 

’火力巧節つまみを[呂動 J にさむせるとル-ムサ— 
モによる自動星拓（室盈菌定ボタンで皇温を設定） 
びできまず。 


室温設定ボタン _ 

.义巧巧菌つまみを r 目動 J にするとルームサーモに 
よる室温設定〔29〜15で、10で （ F 点設定)〕びで 
ぎます。 

. [富め J …訝定温度を1ですつと昇 
. r ほめ J …設を通度を1ですつほ下 










































燃料は必^巧な （ J 旧1号な巧）を使用しでください。 

参^^^ガソリンなど揮発性の高い油は、义災の原因になりますので絕巧に使巧しないでください。 
参変質な油、汚れたな油、水の混じつでいるなミ由などは、游巧に使巧しないでください。 
参 ま胃 口油は、必す乂気.雨か.ごみ-高温及び、直射曰光を避けた場所に保管しでください。 


給油 


/指巧□風た 

^を巧バルブ 
-化グージ 
-化巧さけルブ 


■給油の際のま順と注意 

給油器員 •送巧バルブを閉じで給油口ふたをはすし巿販の給;巧器具で灯油を給油しでください 

油量計の針か’「満 J をさしたら給油をやめでください。 

P I •給;巧□ふたを必すちとどおりに締めでください。 

^ 給ぶ口かた ♦給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 

。ミか^^りに ■給巧口ぶたは、確実に締めでください。 

き 為 レブ ■こぼれた巧巧はよくぶきとってください。 

/■燃料切れのを意と空気巧さの方法 

油タンクを空にしないよラにを意しでくだちい。 

;由タンクを-旦空にしますと、送油経路巧に空気がたまり、正雷に敵由ができなくなることがあります。このような場 
昔には巧の順唐で空気巧きをしでください。 

山一 1. 油タンクに給油しまず。 

2. スト-ブのゴム管□から、ゴム製送油管をはすしまず。 

3. ゴム製送油管から;巧が連続しで流れ出ることを隨かめでからゴム製送油管を ちと 

^ おりにストープに巧り巧けます。（油びこぼれなりように容韻を巧薦しでくださし、。） 


油タンク, 




運活開始前の準備と確認 


■安全装置のたツト、取巧上の注意 

居油面詔のちツト I 

初めで使巧ずるときや、シーズン初めには、ストーブち側面のな巧の中に指を入れ、定油面器 
7^ リたツトボタン（ホ色）を軽く巧し下げでください。 

\ ♦リたツトボタンは据え巧け時や、シーズン初めに操作しまず。定油面器に強い衝撃をち 

えたり異常があったとさががは、特に操がする必要はありません。 

シトボタン 巧一点义操た後4〜5分しでち着义しなかったり、着乂を2〜3分で消义しでしまラ場 

ill ’ 合は、 U たツトボタンを巧しでください。 

W (まを角がはすれ、口油か•スムーズに流れます。） 

\ペン •医運罰リたッ トボタンを押す際は、スぺーサをはすしで巧さないでください。 

また、己秒上巧し続けたり、巧回ち押し下げたりなど乱暴に取り扱わないでください。 
定ミ由面器より油があふれ出たり、ホ义などの異常燃焼の原因と なる 場合があります。 

■送油経路の油ちれの確認 

♦ミ巧タンクや送油管の接合部などから油ちれびないかどラか醒認しでくださし、。 

■電気配線の確認 

♦ 应ミ王意 I 電源プラグをコンたントに巧の根兄まで確実に差し込んでください。 

参電源コードカ《煙突などの高温部にみれるおそれのないことを確認しでください。 

忆迁意1 電源プラグ.〕ードの発蘇.発义を防ぐために… 

♦電源は必す適正配線された単巧10 0 V コンたントを使巧しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧-化の電気器具とのタコ足配線をしないででださい。 


スペーサ 



















参才-プンポケット巧の义力調節つまみで r 白動運転 J と r 手動運転」が設定できます。 
ご希望の運転方法でご使巧ください。 

点义1111^ 

■义力調節 r 有動運輯 J の場舍 


自 Bf を動乂力調節 
巧かか中 大 

•"1 川. mm .""". 



♦乂力調節つまみを i ■自動 J に合わせでください。設定室温と部屋の状況に瞄じた 
、乂カマ燃焼,.丰す 

•時計合せは8ぺージ[現巧時刻の調節ち法 J を参照しで巧つてください。 

1 . 時刻表示た 《 現在時刻を表おしていることを確認しでください。 

2. 運転スイッチを巧しで「入」にしでくたさい。 

運おランプげ点'灯し、自動的になのよラに運起（予備燃焼•本燃焼）します。 
(义力調節「ま動」（微か〜大）の場さは設定室温の表示はありません。） 


拓スイッチを押す 

- a 面ランプな巧 
• 巧 SBSfiR 巧な巧 
. 小巧 a 济お 
-渐巧巧ち面 M まねる 


巧运空ぶとが苗の巧 
巧にのじに义たにな 


時計•タイマー 


設定室湿 


_ UNJ U I 一 • 、 ■ . _ _ — 

戸 ㈱ 叫 「 S •• 1^ ]| E 3 -C •運転 J 

_0クイマー_0じ-巧居 _ 

Crystal Digital Display 3® [f Jj 

•、の!!义:ーク 


0じ-巧居 


Crystal Digital Display 


^鬟 L ® -1 X ず備燃焼後、しばらくの間、乂力は大きくなります。 

■义力調節 r を動運隨 J の場含 ^ 

,, -1 參オープンポケット内の义力調節つまみを「微か J か b 「大」の間のご希望の位垣 

fi 面！广き因火力阳節ム ^ム^4+プ^^ドー*い 

巧かか中 太 し合わせでくたさい。 

人 • I 蕾 11" 心"叫 表お部の教定室温表示が消え、ず備燃焼が終了ずると乂力調節つまみの設定火力 

' . . . で燃焼しまず。ただし、予備燃焼を、約4分間は最大义力になりません。 

i 達嵌イッチを r 入 J にした時、運転ランプが点りせずにタイマー桌爲シブカ'南巧する揚をは、タイマ-運乾と！ 
なりますので々イマーじットボタンを巧してタイマー運起を解陈しでください。 ， . 

参燃焼中に運転スィッチを巧しで I ■消义 J にしたり、タイマーじットボタンを巧すなどしで約3秒な上通電を止めま； 
すと自動消义し、燃焼室がお却してからでなし、と再点火できません。 . 


室温の調節 (自動運乾) 


才_プンポクット巧の火で調節つまみを「自動」に合わせると、ル-ムサ-モによる自動運起となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温（24で）が表示されますのでなのよラに調節しでくだちい。 

司^ ♦室温設定ボタン r 高め J を巧すたびに1で上昇します。（上眼29で） 

教穴 ♦ 「おめ J を巧すたびに15でまでは1でずつ下がり、15でからはいきなり10で 

温!^^"^ CF 点設定）となります。 の A ホ 

/ソわ.- ~~一一^ \ ♦1〇で設定の場台はじーブ運転表示ランプが点巧し、たーブ運嚴となります。 


た一つ''運転 

义力調節「自動」運転時に、微か火力でち室温が設定室温より上昇する場合、設定室温より約_£^じ+上烹^5^胃5'^心 
消义し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを巧ぎます。 

_ 参室温設定ボタンにより希望の室温設定後、じーブ運輯ボタンを押しで< ださい。 

「入/枕] じーブ運転表示ランプカ《点巧し、じーブ運転となります。 _ 

♦它ーブ運起ボタンを再度巧すことによりじーブ運乾表示ランプか•消え、た—ブ運 

トブ I ^ SN へ 転锅隙となります。 、 

\ 室温設定を10で （ F 点設定）で使巧中、設定室温を15でな上し上けるとじ) 

I — ブ運転表示ランプか•消え、自動のに酷除されます。 ' 











室温設定による自動運転の他に、乂力調節つまみによるを動义力調節が巧能です。 
なのよラにしでください。 


自動 ま動义力調節 
微かル 中 大 


>乂力調節つまみを r 微か」から r 大」の間のご希望の位置にさわせでください。 
表巧部の設定室温表巧か’消そで义力調節つまみの設定火力で燃焼します。 


■炎のが態 

ス I -ーブの据え巧けや煙突の関係で、炎はをか変化します。 


♦游の状態は、青い炎の中じし、くらかの黄をいお(帝义）がまじってち異常ではありません。 

•燃焼中に炎の片寄り交は、上下変動することがありますカタ、ドラフトおよび風置の変動によるちので異當ではあり 
ません。 


運起停止（消义) 




消义順原 


* 入侃 



運転スイツチを巧しで r の J にしでください。 

運転ランプか’消なします。 

燃焼室か‘冷却ずると自動的に燃焼巧送風機か•停止し、時刻表巧おがのずべでのラン 
プび消むします。 


• 松ミま意] 2曰な上ををあけるなど長時間使巧しない規含は、巧おが完をに店£止しで; ( i 、 苗蛋おプラグをコン 
じントから巧いでくだをい。 

•が出のときは、必す運輯を僖让（消乂）しでください。 

•選輯停止後、燃焼塞が冷が（ランプ類び消な）ずるまでは電源プラグを巧かないでくだちい。をしおぎますと、ガ 
ラス円筒びくをつたり、ストーブの表面温度が上昇します。 


消义後、再点义するときのを意 


■ 


♦燃焼中に誤つて電源プラグを巧いたり、運転スイツチを「の」にずると、再点火まを装置の働きで、スト-ブがち却 
されるまで再点乂できません。 

ただし瞬間的な消火操巧（約3秒な巧）の揚合は、そのまま燃焼力《継続されます。 

参厚電時には、必す運転スイッチを「切」にしでください。 


現在時刻の調節ち法 


時計-をイマー ' 

計遲郭^の- 

させ®せ 


1. 才ープンポケット巧の時計調節スイッチを「時計合せ」にします。 

はじめで使巧するときや、電源プラグを長時間あいたときは、時刻表おは0 : 00を 
表巧します。 

2. 時計調節の「時 J . 「分」ボタンを巧しで現を時刻を合わせます。 


例：午前6時15分に合わせる場さ 


臣寺每 IIO 分 I 


時計•タイ7— 


* 町国ぶ'な 


①「時 J ボタンを押しで"午前6 : 00"にします。 



時計•タイ7— 


呵目：[,'岛 


② r 分」ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にします。 


時計 . 夕マー 

合せ U 胃^含せ 


3..必す時計調節スイツチを「通萬 J 位置にちどしてください。 

♦必す時計調節スイツ宇が「南常 J とを—つでい S ととを確認して^おさし-、7 … 

•30 抄な巧の停電であれば、巧适電後ち現を時刻を表おしますので時刻さわせの必 
要はありませんび。それな上の停電で、時刻表示び0 : 00を表示したら時刻をわ 
せを巧つでください。 











運乾時刻のさわせち 

時ミ十.タイマ— ^ 1. 才ープンポクット内の時計調節スイッチを[タイマー合せ J にします。 

2. 時計調節の「時 J . r 分 J ボタンを巧してタイマー点乂時刻を合ねせます。「分 J は 
5分ごとに動きます。 


例：午前 6 時 30 分に台ねせる場台 
Qd ； C 一 '\] \ r 一'^ 4 V I 時計‘タイマー 


* 町国••に'な 



時計•タイマー 

す町固••目'な I 


① r 時 J ボタンを巧して"午前6 : 00"にします。 ©r 分 J ボタンを巧して"午前6 : 30" にします。 

これでタイマーたット時刻び記憶されました。 

f 時計-$?ィ7— — 1 3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしてください。これで時刻表示には現を 

時刻が表示されます。 

させ ( 5 ^ 合せ_ 


■タイマー運輯方法 

- ^ 1 . 運捉スイッチを押しで「入 J にしでください。 

fT '% (燃焼中のおちはそのままです。） 

T ^. VrJ 2. 運輯するときのご巧绍のき湿なは、乂力にさねせでください。 

う ffflV * 3. タイマーじットボタンを巧してください。 

時刻表示にタイマーじット時刻び表巧され、タイマー表示ランプびななし、タイマ— 

,1 I , 運乾に入ります。 

I CpO (この時、燃焼巧送風機が10分間運転しまずが、異常ではありません。） 

I タィマ] 1 师 ット II ♦タイマーたット時刻になるまでは、時刻表巧にタイマーじット時刻げ表示され続けます。 
11 ♦運転中にタイマーじットボタンを巧すと、ス1ブは自動消义し、運転を停止します。 

♦タイマー運乾は、運転スイッチが r 入 j になつでいないと運拓が開始されません。 

♦おでかけのときのタイマー点火は避けでください。 … . . . . -. 

■タイ7—運捉の照除 

な :♦タイマー t ットボタンを押します。 _ 

ーノ L 巧一^し 々イマー表示ランプび消巧し、時刻表示に現な時刻び表示され、タイマー運乾か'辭除さ 

tofi 邮尘 J . れます。 

♦このままであれば自動的に運起を開始します。運転を厚止する場合は、運転スイッチち 
— は許.かイロ— — 「の J にしでください。 


タイマ |T 


時計•タイ7— 

度 M ••圃 


_©タィマ-_ 

■タイマーじット時刻•現巧時刻のお認 

①時計調節スイッチを I ■時計合せ J 交は「タイ 7- 合せ」に合ねせます。 

^ 時計 • タイマ- ^ r 時計诗マ- 1側ま、タイ7—じ、ジト難が議就に表示さ 

[| f ^^ 目紐、側、<朗顚位園こちど 


現を時刻の確認 


タイマーじツト時刻の確認 









ポットパーナに油をためでしまったとき 


>ポット巧に油か•たまった場合、このまま点义操作をすると冥萬燃焼したり、点乂不良となります。ボ□巧などでポット 
巧の;巧を吸いとっでください。 （13 ぺージ「ポットバーナの掃除 J を参照。）ポットバーナに油かすこまったことに気巧 
力、ないで点义したときは、ボットにたまった;ぶか•燃えつきるまでがか•大きくなって燃焼します。 

このよラなとさは、すぐ運起スイッチを r の J にし、たまった油か•燃えつさるまでそのままお待ちください。このとさ 
電源コードのプラグは巧かないでくださし、。 


♦§ ミ胃誤激 けることがあります。スト-ブが亂でから麵筒ふた、スケルトンをはすしでガ 
(14 ぺージ r ガラス円筒内部の掃陈」養照。） 


モニターサインについで 


スト—ブにトラブルび発生すると、トラブル箇所び設定室温表おじ記胃表示（モニターサイン）されます。 

この場合記客表示の内容を、ストーブ左側面に印刷されたモニターサインー覧表、または15〜16ぺージ「巧瞳.星當 
の見分けちと処置方を」をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


使用上のを意 


本書の f 特にを意しでいたださたいこと（ままのために必すお守りください) J の他に、巧の項目についでをを意してく 
だごい。_ 

♦上面ガードは、地震などによりな燃物力《落下したとぎなどに乂巧を防止ずるためのちのでず。やむをえず取りはす 
した場含は、必ずをとの状態に取0なけでおいでください。 

♦クりーニング巧、美容院などの化学薬品を使ラところや温畜' 飼育塞など、動植物の育成栽培に使巧しないでくだ 
さい。 

参雷が発をしたとき、蟹（誘體麗）により一時的な遇電圧がかかってを、過题圧巧止装媛が機器を保度ずるしくみに 
なつでいますび、大きな蜜（直蔑雷など）の場をは、電す部おを損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンたントから巧いでください。 




地震（震度約己な上）や強い振動、衝撃を受けた場合、 
有動的に消乂します。 

モニターサイン E 3 表巧 


地震によつで作動した場合、周囲の可燃物、ス I -- ブの 
損傷、油ちれ、煙突のはすれなど異常がないことを確認 
しでから再度点义操作をしでください。 


点义まを装置 


- 


異常燃焼を防止するため、点义ヒータおよび燃焼巧送風機に通電される前に、巧油び流出しない構造になってしほす。 


停電まを装置 


停電や電源プラグか•巧けたときは自動的に消义します。 通電を設定室温表示にモニターサイン E 7 び表示されま 

(1 砂な下の停電の攝さは燃焼継続） す。 

• E 7 の場合で再運輯するとぎは、時計などの t ツトを 
してから、運輯スイツチを再度 「 AJ にしでください。 








•その他の装置 



再点义安全装置 


消义直後、ストーブがち却しないラちに再点义操作をしてち、燃焼室の温度が—旦を却しでからでないと燃焼しないよラ 
になつでいます。 


不着义検出装置 


着义不良のため、点义操お後約20分経過しでち切替サー 
モスタットがのり替わらない場台は、運転を停止します。 
モニター サイン E 2 表示 


不着义の原因を取り陈さ（ポットバーナ内に油か’たまつ 
た場さは取り除さ）点义操作をしでください。 


過電流防止装置 


内部配線の シヨート により過電流か’流れたとぎ、電流ヒ 
ューズび切)れ、すべでの運転を停止します。 


参お買レ巧めの販売店に修理を依頼しでください。 


燃烧巧送風機異常檢出装置 


燃焼巧送風機の回転数が異甫に低下するとス I ブの運 
転を惇止します。 

モニター サイン EA 表示 


•異甫低下の原因を取0除いてから点乂操作をしてくだ 
さし、。 

•なおち異常がある場含はお買い求めの販売店にご相談 
<ださい。 


ま全サー S スタ 


ス I ブの上面及び測面び囲われでいるときや、ス1 
ブの前面に隧善物などびあつで、ブリント配線板部湿度 
び73でな上に上昇すると、宜動のに消义します。 
モニター サイン EO 表巧 


•觸昇原因を取り陈いてから扁乂操作をしでください。 
•なおち異常びある爆をはお賢いあめの販黃店にご巧跋 
くだちい。 


8.曰常の点検-を入れ 

> 点検、ま入れのと芝のを意 


点検.ま入れ 轉絶或:^.ピだび 冷 學皆から:.必す電昭谭コンたントから巧し、で巧つでく增也 

^處ミ主意 I 巧巧が品の分巧や市販品との巧规ま絶规こしないでください。 

巧巧ポンプ碁板のボリュームはお巧にさねらないでください。 

I . . . . ... . . - ' . . . . . . ... .— 


点検、寺入れの必要項§、時期、方法 


■周囲の可燃物（使巧ごと） 

•1 A ま意 I ス I ブの周固は、常に整理.掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり•巧れ（使巧ごと） 

♦ほこりやミ号れをそのままにしでおきますと、油がしみたりしで危険です。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 











8 •曰常の点検•ま入れ 


■油ちれ•油のたまり•巧のにじみ（使南ごと） 

参置台-油タンクに油ちれ-ミ由のたまりや油のにじみか•ないか、とさどさ点検しでください。 
又、給ミ由の際にこぼれたな;'由は、よくふさとってください。 

♦油ちれのある場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでくださし1。 


■ゴム製送油管の点検•交換の目ま （シ-ズンの巧め） 

参 r ご注意 I ゴム製送油管は、匡巧で使巧しないでください。 

屋巧での使巧は禁止されでいます。 

参屋内でゴム製送油管を使用しでいると苦は、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れ力《ないか確認し、欠点のあるとさは 
交換しでください。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■油タンク（シーズンの初め、適時） 

♦ミ由タンク巧はがやごみか’たまりやすいちのです。おミ由のとさ、点検しでください。 

巧タンク内の水巧ぎ及び掃除は、ミ由タンクが属の取扱説明書に従って巧ってください。 

■煙突の接続部のゆるみ及びトップの周囲 （シ-ズンの初め、適時） 

♦煙突の接続部、煙突トップのはすれびないかを点検しでください。煙突び腐食したり、巧があいたりしでいると危険 
ですので新しい物と交換しでくだをい。 

♦煙突の近<には燃えやすい物を置かないでください。 

鲁煙突巧は結露で生じた化滴が凍っ でつ まると危換です。お义時に、煙突のつなぎ目やストーブより興溝な煙が出;:■ら 
消义しで、煙突の部を点検しでくださし、。 


■定巧面器のストレーナの 掃除（適時） 度 M し 棘め の IS 離に刪しでくださし 〇 



♦定油面器には、ごみを協くためのストレーナがついでいます。- 
ごみか’たまると、巧油の流れを巧げで、十分な义力か•出なくなります。 

巧のよラに掃除しでください。 

1. 油タンクの送油バルブを閉じでください。 

2. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの層紙を差し込んで、油ガイドを巧り、そ 
の下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 
定油面器の活れた灯ミ由やごみがを部流れ出ます。 

3. ストレーナを取り出しで、きれいなな油の中ですすぎ洗いをしでください。 
(かで洗わないでください。） 

組み立てるときは .. … 

•ストレーナゴムパッキンを忘れめよラにしでください。 

•ストレーナを逆に入れないでください。また、巧化置が、必す、ち樹こ 
なるよラに取り巧けでください。 

•ストレーナの止めねじを、固く締め巧けでください。 

参油ちれびないか確認しでください。 


■点义 ヒータの 点検 (シーズンの初め） お買い求めの販売店に 依頼しでください。） 

♦点义ヒータや点义しんにずすび巧ちしますと、ホ熱びお下したり、油の吸上げび悪くなったりしで点义しに 
くくな0、是义不良の原因にな0ます。 

点义ヒータの脱ちは入怠に巧ラ必要びあ0ますので（燃お巧を気の気密性保持のため)、必すお買い求めの販 
売店に巧巧しでください。 











8 .曰常の点検•手入れ 


点お•寺入れの必要項§、時期、巧ま 


■反射板-ガラス円筒の掃除（適時) 



♦[ご注意 I 掃おは、ストーブを消义させ巧分ち巧しでから、巧つてくださ 
い。 

熱い状態で巧ラとやけどのおそれびあります。 

参反射お及びガラス円筒にほこりがたまりますと、反射効率が悪<なるばかりで 
なく危険ですので、次の要領で適時掃除をしでほこりを取り除いでください。 

1 . 前面ガードをち側の固定ばね （2 個）からはすし左側にまねしてくださし、。 

2. ガラス円筒を割らないよラにを意しで、掃除機などで内部のほこりをきれ 
し、に掃瞭してください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいに拭いでくだちい。 

4. 掃除か•終わりましたら、ちとどおりにたツトしてください。 

♦前面ガードは、きちんと取り巧けてください。 


■ポ、りトバ—ナの掃除（適時） f お買い求めの販売店に依頼しでくださ tAj 


♦[ i マ、ミ重意]掃除は、ストーブを消义させ巧分冷卸しでから、巧つでください。 


熱い巧態で巧ラとやけどのおそれぴあ〇ます。 


♦ポットパーナにすすびついで巧のおが不揃いになったときや、ポットバーナの底にすすやカスびたまりずぎで着义び 
おそくなったと皇は、なのよラにしですすを取り陈いでください。 



1. 上面ガードをはすしでください。 

2. 燃焼简ふたをはずしでください。 

3. スケルトンは中みたに取り巧いでいます。スケルトンをガラス円筒にあで 
ないよラにしで、取0はすしでくだちい。 

4. 燃焼リングをまわしで取り出しでください。 

5. ポット八ーナ底部の下部整お筒を取り出しでくださし、。 



6. 点乂ヒータ、点义しんをいためないよラに、ボットバーナ内部のすすをド 
ライ八’一などでかき落としてから、巧などでふきとつでください。 


ボットバーナ 


7. 組立の際、燃焼リング及び、下部整炎筒は、を図のよラに正しく確実に取 
り巧けでください。 


-スクルトン脚 
-スケルトン 


'励 

/燃院1」ング 
^下部整装筒 

ふ 


〇 





〇 n n ft 

1 n 〇 rn 1 

0 0 0 0 ) 


•ポットバーナ、燃焼リングを損傷したまま使巧しますと、燃焼が悪くなります。ドライバーなどでつついでみで巧び 
あいたり、夕けた場合は新しいをのと交換しでください。 

ポットバーナの交換は、必すお買いホめの販売店にの頼しでください。 









8 •曰常の点検•手入れ 


■ガラス円筒内部の掃除 (適時） (お買い求めの販売店に依頼して<ださい。） 

参主意 _ J 掃除は、ストーブを消义させな分ち巧しでから、行っで<ださい。 

熱いが態で巧うとやけどのおそれびあります。 

•長期間の使巧や、油だまりによる大燃焼の後にはガラス円筒がすすけることがあります。 

ガラス円筒がずすけで炎が見えにくくなったときは、13ぺージ「ボットバーナの掃除」の項にしたがい、スクルト 
ンをはすしでガラス円筒を掃除しでください。 

♦ガラス円筒には、みをかけたり、衝撃をちえたりしないよラ注意しでください。 

•運転中にガラスび徐々にすすけた揚さは、しばらくの間（約30分間）义力を大きくすることにより、すすを除去 
することができます。 


■燃烧巧送風機の掃除（巧 1 回が上） 

♦燃焼巧ち風機ファンにごみやほこりがたまると、送風力が弱くなり燃焼か’悪くなつたり、音び大きくなつてくること 
がちります。このよラなときには、燃焼巧送風機ファンのほこりを取り除いてください。 

ストーブ後側のファンカバーと風量制限板をはすし、ブラシなどで静かにほこ 
りを取り除いでください。 

♦掃瞭か’おわりましたら、ちとどおりに取り付けてください。 

♦燃焼巧送風機ファンに力を如えますと、曲りや傾童を生じて、回転のと i 
きに音が出ますので力を加えめよラにしてください。 ； 

围 S 制おお 



■燃焼巧送風機フアンフイルターの掃陈（適時） 

参ファンフィルターびごみやほこりで目ブまりずると、燃焼不良の原因になります。次の愛領でストーブ轰面のフアン 
フィルターの巧除を巧つでください。 



1. 左図の矢印のよラにフアンフィルターに力を加えなびら弓 I き出し、ストー 
ブ襄面から取りはずしでく ださし、。 

2. ブラシなどでフィルターのほこりを取り除いてください。 

3. 掃除か’おねりましたら、もとどおりに取り巧けでください。 


■地震などの災害カタ巧をしたときの点検についで 

•地震などの災害げ発をし、ストーブに振動や衝撃げ加わったときは、運転前に必すなの点検を巧ってください。 
-煙突まわりのはずれ、ちれの確認 
-灯;巧配管からのちれの確認 

点検で異常が見つかった揚さは、お買いホめの販売店に修理を依頼しでください。 


9.定期点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シース’ンに1回程度、シーズン終了をなどに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資を 
着〔(が）曰本扫油燃焼機器保守協舍 （ TEL 03 — 3499 — 2928) でおこなラ技術管理講習ち修了者（石油機器技術管理 
±)など）のいる店までお問い合わせください。 


mem 



















10 •な障•異常の見分け方と処置方法 




in 


MBHI 


■ 


■ 





縣焼巧送風機の故障、揣寺びはずれでいる 


停電力*あった （ 1砂 UUi-E 7表示) 


ルームサ ーモリード線びはすれでいる 

,1 


ポツトバーナ巧じすすびたまっている 


電流ヒューズび切れでいる 


プリント配線板の巧障 


の替サーモスタツトの故障 


定ミ由面器電磁ポンプ）の故障 


3ム製送;'を管締巧バンドびゆるんでいる 


煙突の接続部にすきまびある 


煙突のつまり 


燃焼リングの取巧けか’憑い 


煙突工事不適当のため、逆風現象びある 


煙突のドラつ卜び強過ぎる 


フアンフイルターにほこりびたまつで風力*弱くなつでいる 


煙突の横引きび長過ぎる。煙突びおい。煙突び細い。 


ストーブび傾斜しでいる 


定巧面器にか、ごみの呂ブまり 


コ:ム製送ミを管に空気だまりがある 


送ミをバルブび閱まっている 


巧震自動消义装置か‘作動した 


点义ヒータと点乂しんとの位置関係か‘悪い 


現象 


原医 


点火ヒータの断線 


E7 


E6 


使用中に異常がありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

原因のねからないとさや、処置のむすかしいと含は、お買い求めの販売店又はおおくのコロナ 


(点乂しない) 


炎び大きくならない 


な巧びポットの底に出 
でこない_ 

(麗雲風蠢萬横史 


a なまサ—互スタ作動) 


(巧震作動) 








































お客様ご租談窓□にご連絡ください。 X 設定室温表示にモニターサインが表示されます。 
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処置ち法 











販売店に修理を依頼ずる 









• 


販売店に修理を依頼する 











点検後、再度点火擾作をする 











開く 











ゴム製送油管を振る。山概こなつでし''る前ま平に直す 











送なパルプをしめでストレ-ナをは礼で攤する。‘齡ンクの化を抜く 


♦ 







参 


ストーブをが平に 調節す る 

参 

• 









煙突•お更憂準の通り直な部分をちす，申 1 〇目瞧の煙突を偉兩する 

参 

百 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 


■ 

■ 

燃赌ファン,； 3ァン？ィ吟の1 叫,りをブラシなどで掃除する 


B 

百 

1 

■ 

■ 

■ 


■ 

■ 

煙突の高さを洞べる。ドラフトレギユレータを付ける 

百 


m 

百 

B 

■ 

■ 


■ 

■ 

煙突の取付けを適正にする 

n 


D 

m 

■ 

■ 

■ 




正しく取0はける 

U 


a 

■ 

■ 

■ 

■ 




煙突を掃除する 

■ 


■ 

a 

■ 

■ 

■ 




す苦まをなくす 

H 



a 

■ 

■ 

■ 




締め直す 

D 


■ 

■ 

■ 

■ 

D 




販売店に修理を依頼する 



■ 

■ 

■ 

■ 

■ 




販売店に修理を依環する 






• 





販売店に修理を依頼する 






• 





販売店に修理を依頼する 

• 

• 

参 






• 


ポツトパーナ巧のすすをとる 











はずれを直す 


■ 

■ 








設定室温、時刻などをたツトし、再度点火操作をする 

• 

D 

H 








販売店に修理を依頼する 

■■ 

■ 








• 

適正な位置に取り巧け直す 

!■ 










過昇原因を取り除く 



■部品交換のときの注意 

齡主胃 |不完をな修理、調整は盾険ですので、部品の交換、調整び必要の場舍には、お買い 
巧めの販売店文は、修理資巧者[(財）曰本5巧燃焼機器保巧協含でおこなラ巧術管理講習舍修 
了害（扫油機器按術管理±)など〕のいる販売店にご相談<ださい。 


部品交換は：]!□ナ純正音|5品とご指定ください。 


I 部品ご入巧の際には、 コ □ナ製品取扱販売店で必すコロナ 视正部品と ご指定ください。 .—— I 

!純正部品ながの部品をご使巧にな0ますと、性能が十分に発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思^ 
1 ねめ事故の原因にな0ます。 j 


型耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品) 


I 長時間の使巧により消巧-努化しやすい部品 
ポットバ ーナ •点义 ヒータ 

燃焼リング 参スクルトン 


■変質’不純な油の使巧により劣化しやすい部品 
♦電磁ポンプ •定ミ由面器 


12 .保管 (長期間使用しない場を) 


設置したままで保管する場合や、しまねれるとさは、曰常の点検.ま入れの頂を参照し、次の 
要領で保管しで < ださい。 


1•電源プラグを〕ン它ントからあいでください。 

♦ 王 Ml 設置したままで保管する場含ち必ず、電源プラグは巧いでください。 

2•巧タンクの巧巧はすっかり出しでください。 

♦中にか分やごみを残したままにしでおきますと、油タンクカ《顧貪する原因になります。 

3. 定油面器の中の灯油を巧いでください。 

4•塗装部分は、しめった巧で汚れを落としでから、からぶきしでください。 

5•放熱器のサビなどびあるところをぺーパーで磨き r 補修巧の塞料」 (別売） 
で塞装しでください。 

6•フアンフイルターのごみやほこりを取り除いでください。 

7•巧部のごみやほこりを巧り除いでください。 

•傾けたり、横倒しのが態では絶巧に保誓レないでください。 

♦ r 取扱説明害 J は、大切に保管しでください。 











ち お 巧 圧及び周波数 


定をお黃覃力 


待お時消 a 電力 


煙突の呼び径 



_s _流ヒユーを 

を装活 __ 

の怖の 鼠 ■ - ~過雪流防止綿.不 S 龍出純 I藤ち綱熊ち綿綿‘始サ-ミスタ 

-属 ^ 面台1個、湿稱お1個、ぶ化固 をを具2晒（ねじ2個)、ゴム巧を巧含棉巧バンド gM 

砲善）標準適窒は、社回を人.曰本ガス扫油機器ェ装舍の巧定畐灌によります。 


SV-85HRG (薑本型式 SV— 8己 GR) 


ットす.匡の巧.強就通気お’白お巧流お . 


電気点义す _ 


巧巧 (J1S1 吾の油）_ 


.005L/h _ 


— 0.198 L/h _ 


37.230 kJ/h 熱効率69.0% _ 


7.330 kJ/h 熱効率 67.5^^ _ 

7.14kW 
1.36kW 

69.0%~~ (目留大のと き） 

67^0% ~~ (目盛酵のと面 

太;告ク Q.5m 2 (18 看）まで.コンクリ-卜41 . 5m 2 (25 畳）まで 
木造 31.5m2 (19 置）まで.コンクリート 49.5m2 (30 置）まで 


26kg 


100V 50/60HZ 


点义時 80/82W • 最大燃焼時15/1 


3W 


々106mm (3 マ5分）_ 


110mm 


440でな下 


5A 


防 fei ミが照 P ぷ部1 
























































■保証についで 

\ •この〕□ナ扫油ストーブ ( cS 易云います ; T -— —…… 

保証まは、必ず r お買い上げ曰.販売店ち J などの記入をお確かめのラえ、販売巧からおをけ取りくださぃ巧を 
をよくお読みのあと、大のにお管しでください。 。 

•保証期間はお買い上げ曰から1年間です。 

参次のよラな原因による巧障及び、事巧につきましでは、保証の対をになりません のでを 意しでください。（詳しく 
は保証書をお読みくださし、。） 

■変質な巧や不純な油など、またな油ながの燃料使巧による故障や事が。 

■誤つた使巧ちまによる故障や事が。 


■修理を依頼されるとぎについで 

. '一一 . . ... —■— ... , 

参 r 巧障.異常の見分け方と処置ち法 J (15 - にしたがってお調べくださし、。直らなし、ときは、ごお巧 

を中止し' 必す電源プラグを巧いでから、お買い上げの販売店にご達絡ください。 

;♦ご連絡いただまたい内容はなの通りでず。 

の品ち ©型なの呼び這)お買い上げ曰④巧障のが況（出来るだけ具体的に） 

;♦修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたか•っで、販売店が修理させでいただきます 
♦巧証期間び週ぎでいるときは、修理ずれば使巧できる場合には、ご希望によりち料で修理させでいただきまず。。 
•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説お書の裏表紙に記載されでいる°「お 
客樣ご相談窓□」にお問い合わせください。 

•修理料をは、巧術料.部品巧.出張料などで構成されでいます。 


:■補修巧性能部品についで . 

♦当巧は、この製記の補修用性能部品をお造なちのり後、7巧お宵しでいまず。 
i 参捕修巧性能部猛とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

■故障*修理の際の連絡巧 

L . •お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓□」にご連絡ください。 


15•据えがけ•移設_ 

^ おを巧け-移設工事は販売店に依頼する 


据乏巧けや移設工事は販売店または据えがけ業者に依頼し、お客樣ご自身では巧わないでください。 


整えがけ場所の選定巧び標準おえ巧け例 


据え巧けしついでは、义がを巧条例、電気設備に関ずる巧術養準など法をの富準か*あります。取扱説明書（工事編）の 
「特にま意しでいただぎたいこと（まをのために必すお巧りください)」をお読みになり、販売店又は据え巧け業害とよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け例 J につしでは、21ぺージ、また、「煙突の取り巧け」广っいでド24 
〜25ぺージを参照しでください。 ' 










据え巧けが終ねりましたら、ちう-度、取扱説お書任事編）の「特にを意しでいただきたしにとほをのた~めに必す 
ぉ巧りください) J をお読みになり、取ま及説日月書（工事編）に記載されでいるとおり据えがけられているかどラかを確 
認しでください。 



試運乾は販売店又はおえ巧け業者とご-緒に必す巧つでください。 


■運睹準備 

参 I , マ、;壬^電源プラグをコンたントに巧の根巧までお実に是しをんでくださし、。 

♦油タンクに給迎し、送油経路の空気抜きをしでください。 

♦送油経路やストーブより';由ちれがないか確認しでください。 

♦をを装置を t ツトしてください。 

〔定油面器リ t ツトボタンのたツト〕 

♦タイマー運輯になつでいませんか。 

■運お 

1. 運廣スイッチを巧しで！■入 J にしでください。 


参ストーブはお义動作を開始すると同時に、電磁ポンプの空巧ち音（初使巧時）び数妙しまずが異常ではありません。 
♦初めでお使いになると普は、耐熱塗料が焼けで煙と臭い力 《 でまずので換気を巧つでください。 

♦約9〜12分間のを備燃焼か•終わると本燃焼に切り替わ口まず。 

2. 異常がなければ、义力調節つまみを「微か J 〜[大 J に設定しでください。 
♦炎のが態は、青いおの中にいくらかの黄色い炎（茄义）がまじつでち臭萬で 
はありません。 


運质スイッチを押しで i ■の」にしてください。 

運おランプが消'なします。 

燃焼室が冷却すると自動のに燃焼用を風機か•停止し、時刻表示ががのすべで 
のランプが消巧します。 


♦正常崖乾しない場合は、15〜16ぺージ「故障.異常の見分け方と赃置方を J を参照してくだちい。 

♦長期間の保管後、再び設置する場さを「試運廣 J のま順にしたがい、試運転を巧つでください。 

- .... — . 、 • 


■消义の手順 










て事編 


1•特に注意しでいただきたいこと（安きのために必ずお守りく ださし、) 


この工事説日月書には、ま全に正しく据そ巧けでいただくために、いろいろな絵表示か*記載されでいます。そ 
の表示と意巧は次のよラになっでいます。内容をよく理锅しでから、本文をお読みになりおえ巧け工事をお 
こなっでください。 

A 齊生 この表示を無視しで、た業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合じょって使巧 
*=• C コ 者が、 死亡、重傷を負ラ可能性、または乂災のす能性か•想定される内容を示しでいます。 

/\ この表示を無視しで、作業を誤った場合に巧業者が、またはその作業後の不具合によって使巧 

/ェ，百 、害か‘、傷害を負ラな能性や物の損害の発ちが想定される内容を示しでいます。 

給表示の例 A A 記号は注意を促す内容があることをちげるちのです。 

^ 図のかに具が的なを意内容(左図の場合は一般的なま意)か’描かれでいます。 

0 の記音は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容か•描かれでいます。 

〇 〇記畳は巧為を指示するの容を告げるちのです。 

_図の中や近憶に具巧的な禁止の容力《描かれでいます。 

___ A 警 告_ 

•据え付けや移割ま、販売店又は据え付け業者が行ってください。~~~~ 

お客樣ご自身で据え巧けををれ不備む《あると感電や义巧の原因になりまず。 

•据え付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる巧術暮進 r 墨気工事は^ 

指定の工事店に依頼ずるなど法令の基準を守って巧ってくだをい。 胃 


囉 


•屋内排気禁止 (2 

屋のに排気すると、排ガスが室内に巧満しで危榜です。 f 

必す屋外に排気しでください。 

•煙突を確実に接続 

煙突を砲実に接続し、しっかりと固定しでください。風、お動、衝撃など 
でがれたりすると運輯中に排乃スび室内にちれで危挨です。 



n __ _ 



# 


A ミ主意 


•次の場所には据え付けない乂災や予想しない事故の原因になりまず 

• 水平でない場所、不ま定な場巧 . 巧巧に燃えやすレち のが ある場所 

. 可燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 る場所 

. 燃焼し必要な空気を取り入れる空気取入 □ . 防义巧策をしでいないマントルピ-ス 

のない場巧及は換気のおこなえない場巧 . 温室、飼胃室など人のいない場所 


Q 


•可燃物との距離を離ず 

.ス トーブ及び煙突から周囲の巧 
燃物までの離隔お離は义災す防 
条例で規定されでレます。図の 
よラにしでください。 

•ス I -ーブは巧属の置台の上にお 
そ巧けでください。 


(隔吾） 20 cm な上が上 

1 . A • B でまは、 20 cml ^±, \ f ^ / 

15 cm な上と示しでいまず面 

が、煙突と可燃巧との拒お」|\ピニし 

(45 cm なと）でち規制されが 1*^ - 

ます。反を点玲ち香巧し、 "‘1 n 
巧お巧との距配げ長くなる物1 ' 養 
よラに設 g しで < ださい。 I /^m 

2 . おをおを巧 0 はけない場合 !垣留巧^^ 

は、脚面との距照を 3 0 cm I L _ 

な上雜しでくだちい。 


〈標華据え巧け例> 
150饥な上 


45 cm な上 


150 cm な上 
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1 .特にを意しでいただぎたいこと(ま全のために必ずお守り < ださい) 


A 注意 


•家屋貫通部の注意 

. 煙突か‘巧燃 I 住の壁などを貢通する部分は必すめがね石を使巧し 
でください。 

. リ^屋裏、天井裏などにある部分はを属がの不燃が料で防义上 
育効な被覆をおこなってください。 

. 可燃性の壁.天な.小屋裏.天な裏などを貢通する部分及び、 
その巧おでは煙突の接続はしないでください。 


貫通する壁よ0 

厚し、しし0 



10饥|1^上 


〇 


■地区によ0異なることびあミ 
. ので义がを防を例を参照す i 


•煙突の固定 

. 煙突は、風や振動などで倒れないよラ去えを具やを无線などで固定しでください。 
.煙突は、 1.5 〜 2 m おさに固定金具で固定し、自重をまえる部分はをえ及は、吊 
0を臭で堅固に去持しでください。 


ドラフ h * レギュレータ 



• ドラフトレギユレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）が強いと燃焼不良が発をします。 

次の煙突設置の場台は必す、ダブルドラフトレギユレ—夕（別売品 DR -1) 
を取り巧けてください。 

-集合煙突に接続する場含.標華寸法が上に立ち上がりが高い場さ 
-風び強くで炎が沉むよラな場合 


•油タンクとの距離を離す 

-ミ田タンクは、ストーブとの間に防乂上精巧な壁などび無い 
揚含は、 2 m な上離しでください。 

■屋巧の床置巧の油タンクは、置やじゆラたんの上は避け、 
不燃巧の床上に据え巧けでください。 


♦ゴム製送油管の屋外使用禁止 

ゴム製送油管は屋外で使巧しないでください。 

ひむ割れををじで;巧ちれの原因になります。_ 

♦煙突の点検 

据え巧けか’終わったら、ちラー度点検しでください。 

巧のよラな取りけけは、ち険であったり、不完を燃焼をおこすおそれか•あるので、齡す修正 
しでください。 

■下り巧配、下向き巧がり禁止 -トツプと開□部は1 m な上のこと 


〇 

〇 




0 



0 



〇 

0 

〇 

〇 
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捆包箱には、巧の巧属品力 《 入っていますので確認しでください。 


部品ち 

個数 

巧 途 

置 台 


ストーブの下し敷く ■ 

本体固定を具(ねじ2個） 

2 

ストーブと屋台の固定 

ゴム製送’拍管締巧八’ンド 

2 

If ム製送な管接続部の巧け :- 

遮 熱 板 

1 

^卜-ブから雨誦までの麵觸議2い齡、綱ガ-ドに取り巧ける 

取扱説明書 

1 

お客様巧ストーブ取り扱いの説巧書 


•据え付け_ 

_ 据え巧け場所の選定 


据え巧けについでは乂巧す防を例、電気設備に関する按術暮準など法ちの基準か•あります。21〜25ぺージの「特に注 
意しでいたださたいこと（ちをのために必すお守りください) J をお読みになり、販売店又は据え巧け業若とよくご巧 
談しでください。また、「標華据え巧け例」じついでは、21ぺージ、また、「煙突の取り巧け」についでは24〜2日ぺ一 
ジを参照しで < ださい。 


据そ巧け方法 


■置台の取0がけと水平調節 

ストーブの下には必す置台を使巧し、ストーブを化平にし、必す屋台と固定しでくだをい。 

1. ストーブの後側の調節脚が置台の脚の輕 （2 力所）に、一致ずるよラに設置しでくださ 
い。 

2. 化平器を見ながら4幡の調節脚を調節しでストーブを化がに据え付けでください。 



，な巧国をを貝 


化平お. 
ぶりこ • 


ふりこ巧か 


上から見で化平器のふ0こが潇沉巧 
にあれば、ほぽ化平です。 


3‘ 本体固定を具をス I ブの側面から、置台の引掛部に差し込み、巧属のねじでストーブ 
に固定しでください。固定は、両側面2力巧です。 


■巧タンクの組なでと据え巧け（別売品） 

•組立では油タンク巧属の取扱説明書にしたがって巧ってください。 

♦油タンク油面はストーブ本体設置床面より高さを 30 cm から2 m な巧で設置しでください。 
♦ミ由タンクの設置、おり扱いについでは.各地区の义災ホ防条例にしたがってください。 


■ゴム製送油管の取0巧け方 



X 


♦ゴム製送油管にゴム製送油管締付バンドをはめで力、ら、油タンクとス I ブのゴム管□に 
十分巧し込み、ゴム製送油管締巧ノンドで強く締め巧けでください。 

, •ゴム製送油管は、 JIS - S 3022 「石;巧:^焼機器巧ゴム製を油管 J にさ巧したをのが外 i 
は使巧しないでください。 I 

' ' • — -- — — — . . . r 

♦ゴム製送油管の途中が山おになったり、ちつれたりしでいますと、空気力《たまって灯油び 
流れないことびあります。平になるよラに直しでください。 










3 •お无なけ 


■を属配管(銅製送油管)施工の場ちのを意 

♦定油面器へのごみの侵入を防ぐため、配管工事終了後、ストーブと接続する前には必す配管内に巧油を流して切粉 • 
ごみなどを取り踪いでください。 

■電気配線 

♦電源ブラグは、必す適正配線されたを巧10 0 V のコンたントに差し这んでください。 

♦運拓時の電源び 90 V な下及び、 110 V を超える場さは、巧障の原因になることがあります。 

この揚合は、電力含なの指定工事店に依頼しで、対策しでください。 


■煙突のだちを変更ずる場含 

煙突のをちを変更する揚含は、巧のよラに巧つでください。 



1 . 上面ガードをはすしでください。 

2. 煙突接続□を固定しでいる3ず:のルねじをはすし、かのパッキンを損傷しない 
よラに煙突接続□をはすしでください。 

3. 煙突接続□ふたを固定しでいる3巧のルねじをはすし、かのパッキンを損傷し 
ないよラに煙突接続□ふたをはすしでください。 

4. 組込みは逆の要領で組替えでください。 



煙突接続口、パッキン及び煙突接続□面たは取り巧けの方向性びありまず。取り巧け 
. 巧のルねじの位置を確かめで取り付けでください。 


4.煙突の取り巧け 


■煙突の経 

•煙巧は、直径 106 mm (3 寸5分）を使巧しで〈ださい。 

■横哥き、立ち上びりの標準寸法 

•煙突のなち上がり、横引きの標準寸法は、立ち上がり約 3.6 m (4 本)、横引き約 1.8 m に本）です。 

横弓 I きび標準寸法より長くなる場合は、その長さの1/2をなち上びりに追加しでください。 

(結露予防のため、煙突の横引き長さはでさるかぎり短く、 2 m な巧にしでください。） 

♦屋列•のなち上がり部の下端には、か抜きをつけで雨水び入るのを防いでください。 

•横弓 I きは10分の lUUi の上り巧配になるよラにしでください。 

♦横弓 I きはできるだけ短くし、ベンド（エビ曲）は3個が下になるよラにしでください。また、露受けアダプター(別 
売品）などの取り巧けちご検討ください。工事店とよくご相談ください。 

♦1 本の煙突を化のス1ブなどと巧巧することは避けてください。燃焼び悪くなります。 

■煙突先端（トップ)の位置 

♦煙突トップは、屋根面から垂直距離 60 cm な上離しでください。 

♦煙突トップからか平拒離 1 m な内に憐接家屋などの軒があるときは、さらにそれより、 60 cm な上離してくださし、。 
♦窓などの開□部からは、 1 m な上離してください。 

♦煙巧トップの位置は建物.立木などの状態をみで、あらゆるち向の風が通り抜ける位置にしでください。 



4 •煙突の取り巧け 


■トップのおが 

•煙突トップには、逆風防止のための「傾斜 H 型トップ」を取り巧けでください。 

■ドラフトレギユレータ （別売品） の取り巧け 

注意 1 煙突の引さ(ドラフト）び強いと燃焼不良びお生しまず。 

巧の煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR -1) を取り巧けでく 
ださい。 

参集合煙突に接続する場合参標準寸法な上に立ち上がりが高レ場合 
♦風び強くで炎が洗むよラな場ち 


ドラフトレギユレータ 



■集舍煙突を利用ずる場舍のごま意 


♦集合煙突に差し込む 
先端はち図のよラに 
しでください。 



参2つ上のストーブを使巧 
するとさは、横引部分の長 
いちを上にしでください。 


参集合煙巧を利巧する場さは、設置方をなどについで必す専門業者にご相談しでください。 


■煙突の取り付け図 




/煙突の巧端から水平距離1 mUi 巧に建物の軒がある場を、 
は、その釘から 60 cm な上高くずること。煙突の巧端か 
L ら1 m な内に建物の開□部（おなど）びないこと。 / 

•《 EP す法は、煙突が本船から 1.8 m を超える場舍は 
1己 cm 臥 h 。 

♦煙突は、固定を員で 1.5 〜 2 m 間隔に固定すること。 
♦設置の場所は当該地区の乂災す巧を例にしたがってく i 
ださい，:: 

♦商の強い地域では、必す、ドラフトレギュレータを取 i 
り巧けでください。 

:♦結露水が出る場台には、露受けアダプターを取り巧け 
^排出した結醒がは、容器に受けでください。 

: r 結露予防のため、煙突の横引ぎ長さはでぎる力、ぎ0 •'! 

: L 短く、 2 m な巧にしでください。 / 


■結露がの処理 

参煙突の横引き部に結露水力《出る場合は、別売の露登けアダプター ( USB -1) 又、集合煙突の凍結予防には集合煙突 
凍結防止ヒータ （ USB -3) をご使巧ください。販売店にご相談ください。 





5 .試運括 


試運転は使巧者とご一緒に必す巧つでください。 

■運乾準備 

• lAaMl 電源プラグをコンじントに巧の根巧までおまに是し込んでください。 

♦油タンクに給油し、送油経路の空気巧さをしでください。 

♦送ミ由提おやストーブより油ちれびないか確認しでください。 

•まを装置をじットしでください。 

〔定油面器リじットボタンのたット〕 

♦タイマー運起になつでいませんか。 

■運輯 

1. 運転スイッチを巧しで r 入 J にしてくださし、。 


•ストーブは点义動作を開始すると同時に、電磁ポンプの空巧ち音（初使巧時）が数抄しますが異常ではありません。 
参初めでお使いになるとさは、耐熱塗料力《焼けて煙と真いか’でますので換気を巧つでください。 

♦約9〜12か間のを備燃焼か’終わると本燃焼に巧り替わります。 

2. 寅常びなければ、火方調節つまみを r 微か J 〜「大 J に設定しでください。 
•炎のがおは、青いおの中にいくらかの黄をいお（巧火）びまじつでち異常で 
はありません。 


運転スイッチを巧して r の」にしでくださし、。 

運廣ランプび消灯します。 

燃焼室がち却すると自動的に燃焼巧送風機が停止し、時刻表示ながのすぺで 
のランプび消巧します。 


参正常運転しない場さは、15〜16ページ「巧障•異常の見分けちと処置ちま J を參照しでください。 
•長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運転 ■! のを順にしたがい、試運転を巧つてください。 

_ — — 一 —. . — ........ — • — —W . —— ' 


■消义の手順 





6.廃棄するとさの注意 


♦スト-ブを廃棄処分すると苦は、定油面器の I 灯油を抜ぎ取って<ださい。 

'灯油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれがあります。 

mam 
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お客様ご相談窓口一 覽表 


修理サービスや製品についでのご相談は機種ちをご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にごの頼ください。 

ご症居やご贈客品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にごホ目談く 
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咨称、巧巧巧、電話蛋登は、変更ずる場合がありますのでご了演ください。 
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